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１．なぜ想定地震が巨大化されるのか？

２．岐阜県での海溝型巨大地震、内陸直下地震の脅威は？

東北地方太平洋沖地震
Mw：9.0

Mw7.9（速報値、3/11）
Mw8.4（暫定値、3/11 16:00）
Mw8.8（暫定値、3/11 17:30）

震源域：450×150km
岩盤のずれ 最大20m程度
典型的な海溝型大地震

［気象庁、防災科学研究所］

東南海・東海連動型地震
Mw：8.3
震源域：320×70～80km
岩盤のずれ ？m
典型的な海溝型大地震

過去の履歴
1944 東南海地震 M7.9
1854 安政地震 M8.0
1707 宝永地震 M8.6
1605 慶長地震 M7.9
1498 明応地震 M8.2～8.4

想定地震の見直し

東日本太平洋沖地震を受けての南海トラフの想定地震の見直し

東海・東南海・南海の３連動地震
震源域：600×150km
Mw8.6
典型的な海溝型大地震

南海トラフの超巨大地震
震源域：750×250km
Mw９.0
超巨大地震

総理府地震調査研究推進本部 1997.10.

プレートの移動
5～8cm/年

日本列島とその周辺で発生する地震のタイプ

(1)プレート間地震

(2)陸域の浅い地震

(3)沈み込むプレート内の地震

(3)沈み込むプレート内の深い地震

1900年以降に起きた大きな地震(東大地震研HPより)
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２種類の「想定外」

Ⅰ．全ての知識、経験に基づいても発生の
可能性を全く予見できず、そのため想
定しなかった。

Ⅱ．知識・経験に基づけば予見できるもの
であったが、可能性が低いとの判断な
どから想定しなかった。

１．なぜ想定地震が巨大化されるのか

2011.03.11 14:46
東北地方太平洋沖地震(M=9.0，断層長さ約450km)
K-NET築館地点(MYG004)，NS成分
最大加速度2529cm/sec2，最大速度107cm/sec, 
計測震度6.7(７)

2011.03.12 03:59
長野県北部で発生した地震(M=6.7，断層長さ約20km)
K-NET津南地点(NIG023)，EW成分
最大加速度689cm/sec2，最大速度25cm/sec, 
計測震度5.4(５強)

1995.01.17 05:46
兵庫県南部地震(M=7.3 ，断層長さ約40km)
神戸海洋気象台地点，NS成分
最大加速度821cm/sec2，最大速度90cm/sec, 
計測震度6.4(６強)

断層の規模による強震動の継続時間の違い

１．なぜ想定地震が巨大化されるのか

主な海溝型地震の発生領域と長期評価結果
(地震調査研究推進本部HPより)

１．なぜ想定地震が巨大化されるのか

資料日本被害地震総覧（宇佐美龍夫）
869年7月13日（貞観11年5月26日）夜
三陸沿岸 M8.6 ：城郭・倉庫・門櫓・垣壁
崩れ落ち倒壊するもの無数。ついで津波襲
来し、海水城下（多賀城）に至り溺死約
1,000。流光昼のごとく隠映したという。
これは、我が国最古の発光現象の記事である。

東京大学地震研究所による震源メカニズムの解析結果
http://outreach.eri.u-tokyo.ac.jp/eqvolc/201103_tohoku/#gmsource の断層モデルに加筆

2011年東北地方太平洋沖地震の
推定断層モデルと東海、東南海、
南海地震の想定断層モデルの比較

１．なぜ想定地震が巨大化されるのか



・高震度域がきわめて広域
・巨大地震特有の長い強震継続時間（3分以上！）
・短・中・長周期成分の混成（ハイブリッド波）
・内陸部、遠方でも液状化被害の拡大
・広域における大津波被害

１．なぜ想定地震が巨大化されるのか

～何を学んだのか～
・“超”巨大海溝型地震は有りうる［貞観、宝永］
・災害は人間社会の物理的な弱点を絶対に見逃さない
・自然災害に関する正しい知識は多くの人命を守る

海溝型巨大地震による地震動、被害の特徴 海溝型巨大地震の発生確率：
東南海地震［70%程度（30年以内）］

東海地震［ 87%（30年以内）］

どの項目の災害・事故・病死等にも遭遇しない確率：59.50％
いずれかの災害・事故・病死等に遭遇する確率： 40.50％

２．岐阜県での海溝型巨大地震、内陸直下地震の脅威は？

南海地震

南海トラフの巨大地震

養老-桑名-四日市断層

着目地点(岐阜市地点)

想定地震の概要
※断層モデルは中央防災会議発表の資料を基に設定

東南海地震

東海地震

２．岐阜県での海溝型巨大地震、内陸直下地震の脅威は？ CaseⅡ：南海地震震源域の西端から
東方へ断層破壊が進行

岐阜市：Amax=146.4 cm/sec2, 計測震度=4.84

名古屋市：Amax= 183.2 cm/sec2, 計測震度= 5.10

浜松市：Amax= 350.9 cm/sec2, 計測震度= 5.71

津市：Amax= 201.8 cm/sec2, 計測震度= 5.25

刈谷市：Amax= 228.3 cm/sec2, 計測震度= 5.31

豊橋市：Amax= 373.8 cm/sec2, 計測震度= 5.67

中津川市：Amax= 185.8 cm/sec2, 計測震度= 5.03

高山市：Amax= 123.3 cm/sec2, 計測震度= 4.65

震源

［震度５強～６弱］

［震度６弱～６強］

［震度６弱～６強］

［震度５強～６弱］

［震度５弱～５強］

［震度５強～６弱］

［震度６強～］

［震度６強～］



中央防災会議，「東南海，南海地震等に関する専門調査会，
第26回資料を基にモデル化

養老－桑名－四日市断層帯の断層モデル

海溝型巨大地震による誘発も考えられる内陸直下地震

養老ー桑名ー
四日市断層帯

緯度(度) 35.2443
経度(度) 136.4631
深さ(km) 13.63
長さ(km) 57.03
(第1断層) 36.87
(第2断層) 20.16
幅(km) 19.80

面積(km
2
) 998

傾斜角(度) 45

11.00

7.3

2.50

3.00

1.62

1.44

想定地震

断層破壊伝播
速度(km/sec)

地震波伝播
速度(km/sec)

アスペリティ

(N Gの相対比率)

震源
位置

断層

地震モーメント

(×10
19
N・m)

モーメント
マグニチュード

東南海・東海連動型 Amax=137.24(cm/sec2)，計測震度=4.80(震度５弱)

３連動地震，西端から破壊 Amax=146.39(cm/sec2)，計測震度=4.86(震度５弱)

南海トラフの巨大地震 Amax=269.48(cm/sec2)，計測震度=5.39(震度５強)

養老-桑名-四日市断層 Amax=340.96(cm/sec2)，計測震度=5.56(震度６弱)

［堆積地盤で震度５強～６弱］

［堆積地盤で震度５強～６弱］

［堆積地盤で震度６弱～６強］

［堆積地盤で震度６強～７］

２．岐阜県での海溝型巨大地震、内陸直下地震の脅威は？

東海・東南海・南海連動地震や南海トラフの超巨大地震

・高震度域がきわめて広域に及ぶ
・巨大地震特有の長い強震継続時間（３分以上！）
・湾岸部、内陸部の軟弱な砂地盤で甚大な液状化被害
・中山間部での斜面崩壊が多発－＞多地域の孤立化
・住宅密集地域での延焼火災の拡大
・河川、海岸堤防の液状化被害による津波災害の拡大

～あなたは自分を守れますか～
・“近い将来必ず来襲する”という認識を家族で共有する
・“自分たちのことは自分たちで”という原則
・地震のことを十分に理解する
・耐震化の努力は必ず功を奏する（自然災害は弱点を見逃さない）

２．岐阜県での海溝型巨大地震、内陸直下地震の脅威は？

ご静聴、ありがとうございました。

［宮城県白石市緑ヶ丘］


